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CYP4F2
CYP4F2; Leukotriene-B(4) omega-hydroxylase 1; CYPIVF2; Cytochrome P450 4F2;
Cytochrome P450-LTB-omega; Leukotriene-B(4) 20-monooxygenase 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、シトクロムP450スーパーファミリー酵素のメンバーをコードしています。シトクロムP450タンパク質はモノオキシゲナーゼであり、薬物代謝やコレステロール、ステロイド、その他の脂質の合成に関わる多くの反応を触媒します。このタンパク質は小胞体に局在します。この酵素は、強力な炎症メディエーターであるロイコトリエンB4の不活性化および分解プロセスを開始します。この遺伝子は、19番染色体上のシトクロムP450遺伝子クラスターの一部です。このファミリーの別のメンバーであるCYP4F11は、約16kb離れています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：(6Z,8E,10E,14Z)-(5S,12R)-5,12-ジヒドロキシイコサ-6,8,10,14-テトラエノエート + NADPH + O(2) = (6Z,8E,10E,14Z)-(5S,12R)-5,12,20-トリヒドロキシイコサ-6,8,10,14-テトラエノエート + NADP(+) + H(2)O.,補因子：ヘム基.,機能：シトクロムP450は、ヘムチオレートモノオキシゲナーゼ群である。肝ミクロソームにおいて、この酵素はNADPH依存性電子伝達経路に関与する。ステロイド、脂肪酸、生体異物など、構造的に無関係なさまざまな化合物を酸化します。,類似性:シトクロムP450ファミリーに属します。,組織特異性:肝臓。,
	研究分野
	アラキドン酸代謝;
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	シトクロムP450 4F2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	CYP4F2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	CYP4F2ポリクローナル抗体を用いたHela細胞のウェスタンブロット解析

